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高分解能SAR強度画像を用いた

東北地方太平洋沖地震の地殻変動検出
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背景と目的

・2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震後、大きな地
殻変動が観測されていた。（国土地理院により）

・本震の発生に伴って、宮城県のGP$観測点が約4.4m東南東
に移動したと観測された。

・岩手県から福島県にかけての沿岸で最大約75cmの沈降も
観測された。

・干渉SARIま、面的に地殻変動を観測する手法としてよ
く用いられている0

・軌道の条件が厳しく良い干渉画像が得られない時もある。

・画像範囲内の相対変動しか求められない。

本研究は，地震前後の高分解能SAR強度画像を用

いた地殻変動量の検出手法を構築する。
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StripMap ルタでノイズを除去
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EEC (1.25 m/plxel) 

建物の条件

・σ0＞ー2.0dB 
・サイズ＞100 pixels 
about 150 m2) 
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・検出する変動の精度を
上昇するため．ピクセル
サイズを0.25mlこ変換す
る。（cubicconvolution) 

・相関係数 0句の建
物のみ有効にする。
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建物の変動検出
カラー合成建物図 建物オブジェクト（地震前）
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水平変動
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まとめ

・4時期のTerraSAR-X強度画像から地殻変動を
ii 検出する手法を提案した。
ト’ ・東北地方太平洋沖地震前後の東北地方面像と常時の東京

都中心部の画像に適用し地殻変動量を横出した。

・4つのGPS基準点が観測したデータと比較したところ、近い結
果に得られた。（平均誤差が0.3m) 

・今後の課題
・より多くの地域で提案した手法を適用し，精度の検置を行う。

・軌道方向の異なる画像ペアを用いて，3次元で地般変動の検
出を行う。
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